
特集・市民の自主的活動②今、市民の自主的活動は

特
集
・
市
民
の
自
主
的
活
動
－
新
し
い
共
同
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
探
る
②

今
、
市
民
の
自
主
的
活
動
は
市
民
活
動
の
新
し
い
芽

は
じ
め
に

　
最
近
、
横
浜
に
お
い
て
も
、
経
営
的
手
法
を
導
入
し

た
り
、
他
の
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
広
げ
た

り
な
ど
多
様
な
展
開
を
見
せ
る
市
民
の
活
動
が
増
え
て

い
る
。
そ
の
活
動
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

む
市
民
活
動
で
あ
っ
た
り
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
と
い
う
新
し
い
働
き
方
で
あ
っ
た
り
、
起
業
し
て
地

域
課
題
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
っ
た
り
と
実
に
様
々
だ
。

　
こ
う
い
っ
た
活
動
が
増
え
て
き
た
の
は
、
社
会
的
な

ニ
し
ス
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
学
習
に
あ
き
足
ら
な
く
な
っ
た
主

婦
た
ち
が
、
社
会
的
な
活
動
に
積
極
的
な
形
で
参
加
し

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
な
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
都

市
生
活
の
様
々
な
要
因
が
契
機
と
な
っ
て
、
大
都
市
中

心
に
多
様
な
活
動
が
生
ま
れ
、
全
国
各
地
に
広
が
っ
て

き
て
い
る
。
現
在
全
国
各
地
で
増
え
て
い
る
福
祉
専
門

生
活
協
同
組
合
や
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
ど

が
、
そ
の
活
動
を
横
浜
に
お
い
て
始
め
た
こ
と
な
ど
は

象
徴
的
だ
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
横
浜
に
お
け
る
そ
う

い
っ
た
多
様
な
市
民
活
動
の
展
開
な
ど
を
中
心
に
述
べ

て
み
た
い
。

仕
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
市
民
活
動

　
老
後
は
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
分
の
家
庭
に

い
た
い
は
ず
。
そ
の
た
め
に
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
援

助
を
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、
高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
む
市
民
活
動
や
団
体
な
ど
が
増
え
て
き

て
い
る
。

「
自
分
の
会
」
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
・
横
浜
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
港
北
・
家
事
サ
ー
ビ
ス
ワ
ー
カ
し
ス
「
い
ず
み
」
の
活
動
に
つ
い
て

主
婦
の
仕
事
づ
く
り
Ｉ
オ
フ
ィ
ス
・
ポ
ケ
ッ
ト

「
野
草
の
会
」
の
働
き
に
つ
い
て

鶴
見
川
流
域
ネ
ッ

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
お
年
寄
り
に
関
す
る
様
々
な

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は

病
院
に
い
る
か
な
り
の
数
の
高
齢
者
が
「
社
会
的
入
院

者
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
が
自
宅
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
社
会
的
な
支
援
が
少
な
い
の
で
、
心
な

ら
ず
も
病
院
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
だ
。

　
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
へ
の
入
所
は
、
財
政
的
な
負

担
や
受
け
入
れ
施
設
の
不
足
の
ほ
か
、
家
族
の
心
理
的

な
抵
抗
感
な
ど
も
あ
る
。

　
ま
た
、
核
家
族
化
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
状
況
や
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
老
夫
婦
だ
け
の
家

庭
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
自
宅
で
介
護
や
世
話
を
す
る
場
合
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
女
性
が
一
人
で
そ
の
役
割
を
担
わ
さ

れ
て
い
る
。
横
浜
市
が
市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
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特集・市民の自主的活動②今、市民の自主的活動は

者
約
二
十
七
万
人
の
中
か
ら
五
千
人
を
無
作
為
に
抽
出

し
て
行
っ
た
在
宅
高
齢
者
健
康
実
態
調
査
（
一
九
九
〇

年
）
に
よ
る
と
、
在
宅
の
痴
呆
性
老
人
の
介
護
者
は
、

男
性
の
場
合
は
妻
が
六
一
％
、
女
性
の
場
合
は
息
子
の

妻
が
三
三
％
、
既
婚
の
娘
が
三
〇
％
だ
っ
た
。
多
く
の

場
合
家
庭
で
高
齢
者
の
介
護
を
一
身
に
負
わ
さ
れ
る
女

性
た
ち
は
、
二
十
四
時
間
体
制
の
介
護
か
ら
、
自
分
の

方
が
ま
い
っ
て
し
ま
う
例
も
出
始
め
て
い
る
。
調
査
で

も
、
健
康
状
態
を
「
良
く
な
い
」
と
す
る
介
護
者
は
四

七
％
を
占
め
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
個
人
で
は
荷
の
重
い
高
齢
者
の
介
護
な
ど

に
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
市
民
活
動
や
団
体
だ
。
い
ず
れ
の
民
間
グ
ル
ー

プ
も
「
ス
ー
プ
が
冷
め
な
い
距
離
で
の
在
宅
ケ
ア
」
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　
全
国
に
先
駆
け
福
祉
専
門
生
協
と
し
て
八
九
年
四
月

に
発
足
し
た
福
祉
ク
ラ
ブ
生
協
（
横
浜
市
港
北
区
）
な

ど
は
そ
の
典
型
例
だ
。
お
年
寄
り
や
障
害
者
、
共
働
き

家
庭
へ
の
食
品
の
宅
配
と
家
事
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
柱

と
し
て
業
績
を
の
ば
し
て
き
た
。
公
的
福
祉
と
民
間
シ

ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
限
界
を
乗
り
越
え
よ
う
と
、
相
互

助
け
合
い
シ
ス
テ
ム
を
地
域
に
構
築
す
る
こ
と
が
設
立

の
主
旨
だ
。
家
事
援
助
の
内
容
は
、
有
償
で
簡
単
な
老

人
の
世
話
、
話
し
相
手
、
買
い
物
、
食
事
づ
く
り
、
掃

除
、
洗
濯
な
ど
を
行
う
も
の
だ
。

　
ま
た
市
内
で
は
、
一
九
九
一
年
十
二
月
二
十
四
日
に

一
市
民
事
業
の
台
頭

神
奈
川
県
福
祉
生
活
協
同
組
合
が
認
可
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
福
祉

関
連
情
報
や
食
料
品
を
主
に
し
た
生
活
用
品
の
提
供
を

目
指
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

　
生
活
協
同
組
合
方
式
の
ほ
か
で
は
、
横
浜
に
も
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
日
本
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
協
会
（
全
国
ま
ご
こ

ろ
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
）
な
ど
住
民
参
加
型
の
活
動
も
そ

の
事
業
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
活
動
の
中

に
は
、
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
や
家
事
の
手
伝
い
を
す

る
と
、
自
分
や
家
族
が
寝
た
き
り
に
な
っ
た
と
き
に
無

料
で
介
護
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
仕
組
み
の
時
間
貯
蓄

制
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
仕
組

み
が
定
着
す
る
上
で
障
害
と
な
る
の
は
、
介
護
者
を
将

来
確
保
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
利
用
地
域
が
限
定

さ
れ
る
点
だ
。
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
現
在
時
間

貯
蓄
制
を
導
入
し
て
い
る
団
体
で
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
か
進
め
ら
れ
、
組
織
の
拡
大
と
と
も
に
転
勤
、
転

居
な
ど
を
し
た
場
合
へ
の
対
応
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
自
治
会
を
中
心
に
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
む
港
北
区
の
日
吉
団
地
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」
、

旭
区
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
若
葉
台
、
磯
子
区
の
汐
見
台
ホ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
も
あ
り
、
有
償
で
高
齢
者
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
多
様
な
活
動
が
市
内

で
展
開
中
だ
。

　
こ
う
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
市
民
活
動
が

増
え
る
一
方
、
主
婦
を
中
心
に
し
て
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
と
い
う
新
し
い
働
き
方
も
急
速
に
広
ま
っ

て
い
る
。

　
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
は
、
自
分
た
ち
で

資
金
を
持
ち
寄
っ
て
、
地
域
社
会
に
役
立
つ
共
同
事
業

を
展
開
し
、
能
力
や
生
活
、
家
庭
状
況
な
ど
に
応
じ
て

働
く
時
間
や
業
務
、
収
益
な
ど
を
分
配
す
る
市
民
事
業

だ
。
　
利
潤
を
追
求
し
な
い
で
、
安
全
な
食
生
活
や
環
境
、

福
祉
な
ど
、
社
会
的
に
価
値
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

を
地
域
に
密
着
し
て
行
う
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
一
人

の
フ
ル
タ
イ
マ
ー
が
や
る
こ
と
を
、
仲
間
で
分
担
し
て

助
け
合
お
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
先
駆
け

は
八
二
年
に
横
浜
市
港
北
区
に
誕
生
し
た
「
に
ん
じ
ん
」

で
あ
る
。
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
が
食
品
や
日
用
品
の
配
送
・

販
売
拠
点
と
し
て
「
デ
ポ
ー
」
（
荷
さ
ば
き
場
）
を
開

設
す
る
の
に
と
も
な
い
、
業
務
を
請
け
負
う
形
で
組
合

員
の
七
十
九
人
で
発
足
さ
せ
た
。
八
七
年
七
月
に
は
企

業
組
合
と
し
て
法
人
化
し
（
欧
州
で
は
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

コ
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
で
は
法
制
化
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
法
人
化
す
る
場
合
は
株
式
会
社
か
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
に
よ
る
企
業
組
合
の
形
を
と
る
）
、
事
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特集・市民の自主的活動②今、市民の自主的活動は

市
民
の
自
主
的
活
動
の
ひ
ろ
が
り
の
現
状

業
内
容
も
、
生
活
ク
ラ
ブ
か
ら
委
託
の
デ
ポ
ー
業
務
の

他
、
ス
ナ
ッ
ク
経
営
、
仕
出
し
弁
当
事
業
へ
と
広
げ
て

い
る
。

　
一
九
九
二
年
三
月
現
在
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
関
連
の

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
は
、
東
京
二
十
三
、
神

奈
川
五
十
六
（
う
ち
横
浜
三
十
六
）
、
千
葉
二
十
八
、

埼
玉
九
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
は
自
分
た
ち
が
住

む
地
域
に
役
立
つ
こ
と
を
原
則
に
、
多
彩
に
な
っ
て
い

る
。
横
浜
の
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
（
き
ま
ま

舎
）
、
託
児
所
（
す
く
す
く
）
、
結
婚
相
談
所
（
グ
ル
ー

プ
ま
ど
か
）
、
レ
ス
ト
ラ
ン
（
デ
、
フ
ァ
ム
）
ま
で
あ

る
。
　
し
か
し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
は
社
会
的

な
仕
事
を
す
る
が
、
行
政
や
利
潤
を
追
求
す
る
企
業
と

は
異
な
る
。
ど
の
事
業
も
、
主
婦
ら
が
日
常
生
活
の
中

で
必
要
と
し
て
手
に
い
れ
ら
れ
な
い
も
の
を
主
体
的
に

始
め
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
本
特
集
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
イ
ブ
「
い
ず
み
」
の
場
合
も
、
公
的
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
民
間
シ
ル
バ
ー
産
業
の
は
ざ
ま
で
気
軽
に
助
け

合
え
る
場
が
な
い
こ
と
か
ら
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
ほ
か
に
、

起
業
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
む
女
性
た
ち
も
市
内
に

増
え
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
作
業
所
を
運
営
す
る
市
民
グ

ル
ー
プ
や
身
近
な
環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民
の
活
動

も
次
第
に
そ
の
底
辺
を
広
げ
て
き
て
い
る
。

　
精
神
障
害
者
の
地
域
作
業
所
の
場
合
、
一
九
九
二
年

三
月
現
在
、
市
内
に
二
十
九
の
地
域
作
業
所
が
あ
り
、

そ
の
内
の
十
七
を
市
民
グ
ル
ー
プ
が
運
営
し
て
い
る
。

そ
の
第
一
号
は
一
九
八
四
年
に
設
立
さ
れ
た
は
だ
し
の

邑
。
以
来
こ
う
し
た
市
民
グ
ル
ー
プ
運
営
の
地
域
作
業

所
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

の
三
ヵ
月
で
地
域
作
業
所
は
七
ヵ
所
設
立
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
全
て
が
市
民
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
地
域
作

業
所
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
の
自
主
的
活
動
の
拡
が
り
が
ど
の

程
度
か
を
確
実
に
つ
か
む
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
、
一
九
七
六
年
か
ら
三
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
グ
ル
ー
プ
活
動
概
況
把
握
基
礎
調
査
か

ら
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ
り
一
層
の

拡
充
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
機
関
の
連
絡
調
整

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
神
奈
川
県
下
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
グ
ル
ー
プ
の
実
在
数
と
内
容
な
ど
を
調
べ
る
も
の

だ
。
対
象
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
社
会

に
生
起
す
る
様
々
な
生
活
課
題
を
自
分
た
ち
の
問
題
と

し
て
認
識
し
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
り
高
め
る
た
め

の
主
体
的
・
自
立
的
活
動
で
、
福
祉
に
限
ら
ず
、
保
健
・

医
療
、
教
育
、
文
化
、
環
境
な
ど
を
含
み
、
生
活
環
境

の
改
善
や
社
会
制
度
の
改
正
に
向
け
ら
れ
た
当
事
者
活

動
や
住
民
自
治
活
動
を
も
包
括
す
る
。

　
一
九
八
九
年
度
の
同
調
査
に
よ
る
と
、
十
月
一
日
現

在
、
横
浜
市
内
で
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
数
は
五
百
八
十
四
団
体
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
は
三
万
百
四
人
に
達
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
数
の
推

移
を
み
る
と
、
一
九
七
六
年
に
は
八
百
十
八
だ
っ
た
も

の
が
、
一
九
八
六
年
に
は
二
千
二
百
十
、
一
九
八
九
年

は
や
や
減
っ
た
が
二
千
二
十
四
と
、
十
年
間
で
グ
ル
ー

プ
数
が
二
・
五
倍
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い
る

の
は
、
女
性
た
ち
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
が
一
九
八
六

年
に
把
握
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
二
千
二
百

十
の
中
か
ら
、
五
人
以
上
百
人
未
満
の
三
百
グ
ル
ー
プ

を
無
作
為
に
抽
出
し
て
行
っ
た
「
神
奈
川
県
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
活
動
実
態
調
査
」
（
平
成

二
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
た
ち
の
男
女
の
比
率
は
、
二
十
歳
か
ら
二
十

九
歳
ま
で
で
は
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
十

歳
以
上
の
層
で
は
女
性
が
八
割
か
ら
九
割
強
を
占
め
、

全
体
で
も
八
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

女
性
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
表
－
１
）
。
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そ
の
女
性
た
ち
の
雇
用
化
か
急
速
に
進
ん
で
い
る
の

だ
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
後
継
者
難
は
深
刻
だ
。

ま
た
、
資
金
の
不
足
や
、
行
政
の
関
与
に
よ
る
主
体
性

や
自
立
性
の
喪
失
な
ど
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

大
き
な
岐
路
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

ボランティア・グループ・メンバーの

年齢構成と性別

表１

市
民
の
力
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

　
こ
う
し
た
自
前
で
活
動
す
る
団
体
に
共
通
し
て
頭
が

痛
い
の
が
、
資
金
づ
く
り
の
問
題
で
あ
る
。
各
作
業
所

で
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
と
工
芸
品
や
無
添
加
食

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は

一
ヵ
月
働
い
て
一
人
当
た
り
数
千
円
程
度
の
収
入
に
し

か
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

　
し
か
も
、
福
祉
や
環
境
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
市
民

の
活
動
が
、
そ
の
活
動
の
事
業
化
を
考
え
て
も
、
多
く

の
場
合
金
融
機
関
は
資
金
を
貸
し
た
が
ら
な
い
。
こ
う

し
た
活
動
の
多
く
は
、
そ
の
意
気
や
思
い
の
深
さ
に
反

し
て
、
事
業
や
組
織
を
運
営
す
る
た
め
の
知
識
に
う
と

い
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
後
継
者
不
足
も
相
変
わ
ら

ず
だ
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
も
必
要
だ
。

横
浜
市
で
は
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
公
益
性
の

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
無
償
で
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
平
成
三
年
八
月
六
日
か
ら
市
民
活

動
保
険
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
）
を
始
め
た
。
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
保
護
な
ど
環
境
保
全
運
動
を
行
う

市
民
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
市
環
境
保

全
基
金
の
運
用
益
を
利
用
し
て
資
金
助
成
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
足
立
区
役
所
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
四
月
か

ら
”
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
”
制
度
が
導
入
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
行
政
の
制
度
の
ほ
と
ん
ど
は
、
無
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
市
民
レ
ベ
ル
の
有
償
非
営
利
活
動
な
ど
が
本
格

化
す
る
に
つ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
制
度
な
ど

を
参
考
に
、
非
営
利
法
人
制
度
の
確
立
や
様
々
な
支
援

環
境
の
整
備
が
望
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
編
集
部
Ｖ
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